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横桁断面修復工 横桁断面修復工B100×L100×H50

横桁断面修復工
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表面含侵工表面含侵工

伸縮目地設置工

L=3.00m

伸縮目地設置工

L=3.00m

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去復旧工 A=3.0m2

 (再)密粒度As(13)t=50mm

 不陸整正(RC-40 平均t=20mm)

30
00

30
00

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去復旧工 A=3.0m2

 (再)密粒度As(13)t=50mm

 不陸整正(RC-40 平均t=20mm)

伸縮目地設置工

L=3.00m

伸縮目地設置工

L=3.00m

10001000

アスファルト切断

(t=5cm)L=5.6m

アスファルト切断

(t=5cm)L=5.6m

注記 1)：各種修復においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

 　　　　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。

　　 2)：各種修復においては、既設鉄筋を切断しないようにすること。

※床版断面修復工(  　～  　)については、はつり厚さH=30mmとする。1 6

6

5

4

1 2

7 8

11109

1817

1613

14 15

3

※ 含浸材は、塗布面の処理として下地処理等を施した後に施工すること。

表面含浸材塗布工

下地処理工

含浸材塗布工

含　浸　材

規　格 備　考

15.0 m2

シラン系

数　量

15.0 m2

3.0 kg (標準塗布量)

※ 塗布対象は、橋台竪壁前面及び側面とし沓座部は除く。

※主桁断面修復工(  　～  　)については、はつり厚さH=30mmとする。7 11

※主桁断面修復工(  　～  　)については、はつり厚さH=30mmとする。13 18

(t=8cm)L=3.62m (t=8cm)L=3.62m

12

※主桁断面修復工(  　)については、はつり厚さH=50mmとする。12
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修繕工詳細図

修繕工詳細図

断面修復工詳細図

ポリマーセメント系モルタル

コンクリートはつり取り

鉄筋防錆処理 断面修復材

カッター工

L

※ 断面修復については補修箇所の周囲にコンクリートカッターを使用すること。

　 なお、コンクリートカッター使用時に鉄筋を切断しないようにすること。

※ 断面損傷部の補修においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

 　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。

※ 鉄筋防錆処理について

 　カップワイヤー同等以上で十分に鉄筋をケレンした後、水洗いを行い下地及び鉄筋を清掃する。

 　防錆材は鉄筋に均一に塗布する。

　 なお、断面修復部の最小かぶり(純かぶり)は30mmを確保すること。

  注入に際しては必ず監督員の立ち合いを求めること。

　予定数量を大きくオーバーする場合には、監督員と協議の上注入を中止すること。

※　ひび割れの補修においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。

注入口間隔約300mm

10

ひび割れ

エポキシ樹脂注入

ｼｮｰﾎﾞﾝﾄﾞｸﾞﾗｳﾄ相当品

ひび割れ

ひびわれシール　t=10mm

エポキシ樹脂 #101相当品

ひび割れ補修工B詳細図

(ひび割れ注入工B) 参考図

名　　張　　市
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　　 2)：各種修復においては、既設鉄筋を切断しないようにすること。

注記 1)：各種修復においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

 　　　　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。
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仮設足場工 参考図(1)
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仮設足場工 参考図(1)
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仮設足場工 参考図(2)

仮設足場工 参考図(2)
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注記 1)：単管傾斜足場については、洪水時に撤去すること。

　　 2)：コンクリート殻を河川内に落とさないようにすること。
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